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アマ ゴの 卵成熟誘起ス テ ロ イ ドに つ い て

長浜嘉孝，足立伸次 （基 生 研 ・生殖），鈴木 桂 子 ，

玉 置文
一

（放医研 ・薬学）

llfatul’ation −inducing　sterejds 　in　 amago 　salm 〔》n

YOSHITAKA 　NAGAHAMA ，　SH ［NJI 　ADACHI ，
KEIKO 　SuzuKr，　 BUN −ICH 【 TAMAOKI

　 サ ケ 科魚類 ア マ ゴ の 卵成熟は 生殖腺刺激 ホ ル モ ン

が 卵母細胞 を 取 り囲む 炉胞緝織に 作用 し，卵成熟誘

起 物 質 （MIS ）を生産 させ ，こ れ が卵母細胞 に 作用

す る こ とに よ り誘起され る。プ ロ ゲ ス テ ロ γ 系ス テ

ロ イ ドホ ル モ ソ の 中で 17α
一hydi’oxy −4−pregnen −3−

one （17a ・ 20β，　diol）が 最も強 い MIS 活 性 を 示

す。本研究で は 卵濾胞 組織 で 前 駆体 の ス テ ロ イ ドか

ら in　vitro 条件下 で 17α ， 20β一diol が 生成 され る

か を調 べ た。

　排卵直前 の ア マ ゴ 卵濾胞組織 を取 り出 し， リ ン ガ

ー液 で ホ モ ゲ ナ イ ズ の 後，8GO　9 の 上 清を
1℃ で 標

識 した 17a−hydroxyprogesterone （17P ）お よび 17α
，

2QS−diol を基質と して NADPH の 存在下，20℃ ，
2 時間 リ ン ガ ー液中で イ ン キ ュペ ーシ

ョ
ソ し，生成

した 代謝物 を 分析し た ． 17P を基質と した 時，主な

代謝物と して 17a ，20β一diD1 お よ び 17α
一hydroxy −

5β一pregnane −3，20−dione（5β一17P ） が 同定 され た

の で．20，S−hydroxysteroid 　dehydrogenase と 5β一

reductase の 存在が 示唆 された 。しか し，17a
， 2 β

一diDiを基質と し た 時は 他 の 代謝物へ の 転換 は 全 く

認め られ な か っ た。 ま た，分離 し た ア マ ゴ 炉胞組

織を
ユ℃ で 漂識 した epregnenolone ，　progesterone

と共に 18時間培養 し，培養液中に 放出 され た代識物

を 分析 した と こ ろ．主代謝物と して ユ7α ，20β一diol

が 得られ た。次に ，ア マ ゴ ，ニ ジ マ ス ，キ ン ギ a 卵

を 用 い て 9 種 の プ 卩 ゲ ス テ 卩 ン 系 ス テ ロ イ ドの MIS

活性を比較 した と こ ろ ， 17α ， 20β一diolが 最 も強 い

卵成熟誘起能 を有し， 10ng ／me の 濃度 で 効果を示

し た。一方，5β一17P は高濃度 （1μgfm4 ）で の み 効

果があ っ た 。 以上 の 結果か ら，ア マ ゴ の 卵成熟誘起

物質は ユ7α ，20β一di・1 で あ る こ とが 示唆 され た。

タ＝ シ で 検出 され た ス テ ロ イ ドホルモ ン とそ の作用

武 田直邦 （東邦大 ・理 ・生物）

Detection 　 and 　 action 　of 　steroid 　hormones　m

sorne 　pond 　snaH 　Viv暈P且ridae

NAOKUN ［TAKEDA

　 近年，数種 の 軟体動物 の 生殖腺 で ．脊椎動物の そ

れ に み られ る の と同様 な 性 ス テ ロ イ ドが 産 生 さ れ

て い る と の 報告が な され て 来た 。我 々 は こ れ ま で

radiolmmunQ 　assay 法 で ，陸 生 有 肺類 の マ イ マ イ や

ナ メ ク ジ 類 の 生殖腺に ス テ ロ イ ドホ ル モ ン を見出す

とともに ，そ の 生 理作用を器官培養法で 明 らか に し

て来 た。本報告 は ，前鰓類 の マ ル タ ニ シ 〔ViviParus

　（CiPangoPaludiua ）　malteatus 〕　と ヒ メ タ ニ シ

〔Vit’iPa「us （lndioPO” ia ）儒 屠 仭 5〕 を 用 い て 性 入

テ P イ ドお よび そ の 生理 作用 の 有無を 調 べ た もの で

ある 。 は じ め に ，卵巣，精巣 そ れ に 体液 に お い て ，
testosterone

，
　 estradial 　お よ び　progesterone 　の

検出をみ た。それ らの 量 は 産児期を 中心 に 高 く，前

後で は 低 い 値を示 した 。 また，器 官培養し た 卵巣 お

よ び 精巣 の 培地 に ，こ れ ら の 性ス テ ロ イ ドを 検 出 し

た 。つ ぎに ，飼 育水 に ス テ 巨 イ ドホ ル モ ン を添加す

る こ とに よ り， estradi 。1 お よ び testosterDnc 処

理 で 産児数 の 有意 な 増加をみ た 。抗 ア ソ ドロ ジ ェソ

〔AA −S60
，
　 CMA （帝国臓器）〕と抗 エ ス ト P ジ ェ ン

〔10275− S，（塩野義）〕で 同様 に 処 理 す る と．後者 に．

産児抑制効果が認め られた。さ ら に ， 幼貝を ス テ P

イ ドホ ル モ ン お よ び その 阻害剤で 同様 に 飼育す る と

成長 に 影響があ らわ れ，鼓高 で は progesterone ，

test   sterone それ に estradiol 処理 で ，また，体重

で は progerterone と testosterone 処 理 で 各 々 有

意な成長促進作用 が認め られ た。阻害剤処 理 で は 対

照との 問 に 顕著な 差異 は み られな か っ た。以 上 の 結

果か ら．タ ニ シ 類 の 生殖腺か ら は progesterone ，
testosterone・そ れ に estradiol な どが分泌 され ．

産卵 や成 長 に 閧与 し て い る こ とが 示唆 さ れ た 。
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